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令和５年 11 月６日  

各    位 

上場会社名  株式会社 高田工業所 
代 表 者  代表取締役社長 髙田 寿一郎 

（コード番号 1966 東証スタンダード市場） 
問 合 せ 先  総務部長 髙原 哲也 

（℡. 093-632-2631） 
 

令和６年３月期第２四半期累計期間の業績予想数値と実績値との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
令和５年８月３日に公表いたしました令和６年３月期第２四半期累計期間(令和５年４月１日～ 

令和５年９月 30 日)の業績予想数値と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとお
りお知らせいたします。 
また、併せて令和５年８月３日に公表いたしました令和 6 年３月期通期の業績予想についても、  

下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１. 令和６年３月期第２四半期累計期間の業績予想数値と実績値との差異 
（１） 連結業績予想数値と実績値との差異（令和５年４月１日～令和５年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益 親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

1 株 当 た り 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 
26,800 

百万円 
850 

百万円 
820 

百万円 
480 

円銭 
75.85 

実  績  値 （ Ｂ ） 27,895 1,581 1,535 1,117 176.65 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 1,095 731 715 637  

増  減  率（ ％ ） 4.1 86.1 87.3 132.9  
( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
(令和5年３月期第２四半期) 28,798 1,023 1,031 623 98.46 

（２） 個別業績予想数値と実績値との差異（令和５年４月１日～令和５年９月 30日） 
 売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益 四半期純利益 1 株 当 た り 

四半期純利益 
前回発表予想（Ａ） 百万円 

23,000 
百万円 

800 
百万円 

850 
百万円 

540 
円銭 

85.33 
実  績  値 （ Ｂ ） 23,905 1,225 1,236 860 136.01 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 905 425 386 320  

増  減  率（ ％ ） 3.9 53.2 45.4 59.4  
( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
(令和5年３月期第２四半期) 25,791 980 1,043 734 116.03 
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２. 令和６年３月期通期業績予想の修正 
（１） 連結業績予想数値（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益 親会社株主に帰属 
する当期純利益 

1 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 
53,200 

百万円 
1,600 

百万円 
1,550 

百万円 
1,000 

円銭 
155.84 

今回修正予想（Ｂ） 52,300 2,180 2,100 1,500 234.85 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △900 580 550 500  

増  減  率（ ％ ） △1.7 36.3 35.5 50.0  
( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
( 令 和 5 年 ３ 月 期 ) 57,881 2,680 2,720 1,646 257.96 

（２） 個別業績予想数値（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日） 
 売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益 当期純利益 1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 
前回発表予想（Ａ） 百万円 

45,000 
百万円 
1,260 

百万円 
1,300 

百万円 
830 

円銭 
128.98 

今回修正予想（Ｂ） 43,900 1,540 1,530 1,000 155.84 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,100 280 230 170  

増  減  率（ ％ ） △2.4 22.2 17.7 20.5  
( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
( 令 和 5 年 ３ 月 期 ) 50,826 2,140 2,197 1,398 218.77 

 
３. 差異が生じた理由および業績予想修正の理由 

令和 6 年３月期第 2 四半期累計期間の業績につきましては、業務効率化によるコストダウンや
生産性向上の推進に努めた結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益および
四半期純利益ともに、上記のとおり当初予想を上回る結果となりました。 
なお、令和 6年３月期通期の業績予想につきましても当第 2四半期累計期間の実績を踏まえて、

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益および当期純利益において前回の業績予想
数値を上回る見込みです。 

 
 
（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び 

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異な
る可能性があります。 

 
 

以 上 


